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血液型ステンオタイプ

肯定論者/否定論者に対するステレオタイプ
ーステンオタイプ内容モデルの観点から一

橋 本   剛

問題と目的

ABO式血液型と性格には関連があるという考え方 (血液型性格学、血液型性
格半J断などと称されている)は、学術的な裏付けが得られていないにも拘わら
ず、日本社会に長年、幅広く浸透している (佐藤,1993)。 これはステレオタイ

プの一種でもあり、不当な差別をもたらすものとして、その有害性も少なから

ず指摘されている (山岡,2011)。 心理学においても、なぜ人々はこのような血

液型ステレオタイプ (blood‐叩 ical StereOtypes)を 肯定視してしまうのかにつ

いて、認知的バイアスの観点などを中心に、数多くの検討が重ねられてきた (c
g"工藤,2003;坂本,1995)。
しかし、たとえバイアスの存在が明らかになっても、「心理学者が何を言おう

と血液型性格判断は日常生活において受け入れられ実践されているJ(佐藤,
1993,p198)。 そのこともまた先行研究において指摘されており、たとえば講

義形式で血液型ステレオタイプに反する情報を提示することによって、血液型

ステレオタイプに関する態度の変容について検討した上瀬・松井 (1996)で は、
「信念強度 (血液型ステレオタイプを信じる程度)」「自己理解 (血液型ステレオ

タイプによって自己理解が深まるという認識)J「感情 (各血液型に対する否定

的感情)」 といった認知的・感情的成分の一部では有意な変容が認められたもの

の、行動的成分については有意な変容が示されなかった。さらに、「娯楽・関係

促進 (血液型ステレオタイプの娯楽機能や関係促進機能を認める認識)」 につい

ては講義後にかえって上昇したケースも多く、このことは血液型ステレオタイ

プが、たとえ事実と異なるにせよ、コミュニケーションにおいて有用なトピッ

クとして認識されている可能性を示唆している。

ここから、日本社会において血液型ステレオタイプが廃れない理由のひとつ

として、血液型ステレオタイプを取り巻く社会的状況の影響が推測される。端
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的に言えば、それが事実であるか否かを問わず、血液型ステレオタイプを肯定

する方が、否定するよりも多くの利得を得るような社会的状況が存在している

ならば、人々は血液型ステレオタイプを維持し、利用し続けるであろう、とい

うことである。これを先述した血液型ステレオタイプの娯楽・関係促進機能と

照らし合わせて考えれば、血液型ステレオタイプ肯定論者は他者から受容され

やすく、逆に否定論者は他者から拒絶されやすいという可能性が想定される。

世間では血液型の話題は当たりさわりのない話題と認識されており、それ故に、

それを否定する人は場の空気を乱す存在としてネガティプに受け取られかねな

いのである〈小塩,2010)。 しかし、そのことを思弁的に指摘している論説は散

見されるが、実証的に検討している試みはほとんどない。そこで本研究では、

血液型ステレオタイプ肯定論者 (belever Of blood‐ typical stereotypes:以 下BTS

肯定論者と表記)/否定論者 〈disbeliever Of blood‐ typical stereotypes:同 じく
BTS否定論者と表記)に対するステレオタイプを検討することによって、この

可能性について実証的に検討することを主たる目的とする。もし上記の推測が

妥当であるならば、BTS肯定論者は、BTS否定論者よりも好ましく評価される

と考えられる。

BTS肯定論者/否定論者に対するステレオタイプ内容モデルの適帽
ただし、BTS肯定論者は否定論者よりも、全面的に好ましく評価されるとい

うのも非現実的であろう。なぜなら、血液型ステレオタイプはその妥当性が疑

わしいという学術的心理学の見解も、少なからずの人々にはすでに共有されて

おり、血液型ステレオタイプを無批判に肯定することも、批判的思考力の欠如

などの観点からネガティプに受け取られかねないからである。これに関連して、

廣岡・小川・元吉 (2000)では、クリティカルシンキング 〈批判的思考)がで

きる人は社会的望ましさや力本性が高く評価されやすい一方で、個人的親しみ

やすさは低く評価される傾向にあることが見出されている (元吉,2013も 参照)。

ここから、BTS肯定論者/否定論者に対するステレオタイプとして、人柄や親
しみやすさの次元では否定論者より肯定論者の方が好ましく評価されやすいが、

能力や知性の次元では肯定論者よりも否定論者の方が高く評価されやすい、と

いう両面価値的なステレオタイプが想定されよう。

ステンオタイプ内容モデル (stereotype content modei nske,cuddし GIcL&
Xu,2002 Fiske,Cudし &Gucヽ 2007)は 、この枠組みを検討する上で有用なモ

デルである。このモデルによれば、さまざまな集団に対するステレオタイプは、

能力 (competence:有 能か無能か)と 人柄 (wamth:暖 かいか冷たいか)と
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いう2つの主要次元によって記述される。また、そのいずれかが肯定的、もう

片方が否定的であるパターンとして、「人柄は良いが能力は低いJと いう温情主

義的偏見 (patem」おic pr● udlCe)と 、「人柄は良くないが能力は高い」という

羨望的偏見 (envious prludice)力S想定され、それらはあわせて両面価値的ス

テレオタイプ (alnb市alent stereotype)と 総称される。さらに、これらの両面

価値的ステレオタイプは、部分的に肯定的評価も含むことによってスティグマ

集団の成員に社会システムやステレオタイプを受容させ、外集団にも否定的要

素を設定することで内集団のストレスを低減しうるので、そのようなステレオ

タイプが存在する社会システムを甘受する方向に寄与することになる (大江,

2010)。 たとえば、専業主婦は温情主義的偏見の対象となりやすいが、自身を含

む内集団に「人柄がよい」という肯定的評価が付与されることや、外集団であ

るキャリア女性に対しては「人柄が良くない」という否定的評価が付与される

ことによって、たとえ低地位の立場にあっても、その立場を甘受しやすくなる、

ということである。

このステレオタイプ内容モデルをBTS肯定論者/否定論者に適用するならば、

肯定論者に対しては温情主義的、否定論者に対しては羨望的な両面価値的ステ

ンオタイプが形成されると予測される。そこで本研究では仮説 1と して、BTS

肯定論者はBTS否定論者に比べて、能力は低いが人柄は好ましいという温情主

義的ステレオタイプが示されるであろう (逆にBTS否定論者に対しては、BTS

肯定論者と比して能力は高いが人柄は好ましくないという羨望的ステレオタイ

プが示されるであろう)と いう可能性について検証する。

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプによる血液型信念の促進効果
また、BTS肯定論者に対する肯定的ステレオタイプ (お よび否定論者に対す

る否定的ステレオタイプ)の存在によって、人々のBTSが維持・促進されやす
くなるのであれば、個人差としてのBTS肯定傾向は、各個人が有しているBTS

肯定論者/否定論者に対するステレオタイプと運動するであろう。そこで本研
究では、BTS肯定論者/否定論者に対するステレオタイプが、血液型信念を促

進する可能性についても検討する。血液型信念 (bc■ef in blood‐ tped personal,

theOry:坂本,1995)と は、血液型ステレオタイプを信じる程度の個人差のこ

とである。これまでの議論から、肯定論者に対するステレオタイプが好ましい

ほど、そして否定論者に対するステレオタイプが好ましくないほど、血液型信

念が高くなると想定される。そこで仮説 2と して、血液型信念は、BTS肯定論

者に対する肯定的ステレオタイプとは正の、BTS否定論者に対する肯定的ステ
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レオタイプとは負の関連を示すと考えられる。

研究 1

目的

BTS肯定論者/否定論者に対する両面価値的ステレオタイプについて、およ
びそれらと個人差要因としての血液型信念の関連について検討する。

方法

20■年 6月 、A県の複数大学の大学生を対象として、「青年における対人認知
と性格の関連についての調査」と題した質問紙を実施した。実施方法としては、

心理学関連の講義を受講している学生を対象とした一斉調査と、研究チーム (心

理学を専門とする大学教員、大学院生、大学生)のメンバーが知人に回答を依
頼する個別調査を併用した。いずれの方法についても、予め調査の目的や内容、

回答者の権利 (調査協力は任意であり、参加の拒否や回答の中断によって不利

益は生じないこと、など)についての説明を行い、同意した者のみが回答した。
一斉調査による調査協力者には、当該授業のコース・クレジットが付与された。

また、研究手続き上の必要性に即して4種類の質問紙が作成され (詳細はい 、
それらをランダムに配付・実施した。

その結果、340名の回答が得られ、著しい不備のあった3名を除外した337名

(男性136名、女性197名、不明4名、年齢y=195歳、SD-15歳)を有効デー
タとした。

質問紙は以下の尺度で構成された。

県民ステレオタイプ尺度 本論文の主たる目的は、血液型ステレオタイ希
定論者/否定論者に対するステレオタイプの検討である。しかし、その質問の
みを実施すると、回答者が研究意図を推察することにより、意図的な回答の歪

みが生じることが懸念された。そこで、「この調査では、ある特定集団に所属し

ていたり、ある特徴を共有している人々が、世間の人々からどのような印象 (イ

メージ)を持たれているかについて調べることを目的としています」という教
示文に続けて、 3種類の刺激人物を呈示することによって、回答者の意識が血
液型ステレオタイプに焦点化されることの回避を試みた。

そこで第 1の刺激人物として「A県民」を呈示し、A県民に対するステレオ
タイプの質問を実施した。この設定理由としては、回答者がいずれもA県内の
大学生なので違和感なく回答を開始でき、それが後続の質問へのリハーサル機
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能も果たすであろうと考えられたからである。実施に際しては、以下のような

教示文を呈示した。「はじめに、FA県民』に対して世間一般の人々がもっている

イメージについてお伺いします。以下のそれぞれの項目は、『A県民』に対して

世間一般の人々がもつているイメージとして、どのくらいあてはまると思いま

すか。(あなた自身ではなく世間一般のイメージとしてお答えください。)『 1.

あてはまる』～『5. あてはまらない』の選択肢のうち、最もあてはまる数字
に○をつけて下さい。」なお、この教示文で「回答者本人がどう思うかJではな

く、「世間一般の人々はどう思っている (と思う)か」という間接的な形での回
答を求めたのは、社会的望ましさによる懸念を低減しながら文化的ステレオタ

イプを抽出することを意図したFiske et al(2002)の 方法に準じたものである。

その上で、能力次元と想定された10項目、人柄次元と想定された10項目、計

20項目の評定語をランダムに呈示し、各語が刺激人物にどのくらい該当する (と

世間一般の人が思っている)かについて、「1.あてはまらない」「2.あ まりあ
てはまらないJ「 3. どちらともいえないJ「 4.ややあてはまるJ「 5 あては
まる」の5作法による回答を求めた。評定語は、Fiskc ct al(2002)で 使用さ

れたものをベースとしながら、研究チームによる議論を通じて決定した。まず

能力次元項目としては、Fiske et al(2002)で 用いられた「優秀な (competent)」

「自信がある (conndent)」 「知的な (htellgent)」「有能な (capable)J「効率的

な (emdent)」「熟練した (sklnful)Jの 6語°、さらに日本人の有能性イメージ

として想定された「冷静な」「敏腕な」「物知りな」「理性的な」の4語を追加し

て用いた。一方、人柄次元項目としては、Fiske et al(2002)で用いられた「寛

容な (tolerant)」「温厚な (warm)」「優しい (good,atured)」「誠実な (sincere)」
「親しみやすい(■iendl■ 7)J「善良な(wdrintentioned)」 「信頼できる(trusttortけ )」

の7語、さらに「思いやりがある」「人間味のある」「協力的なJの 3語を追加し

た。

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプ尺度 次に、血液型ステレオタイプ
肯定論者/否定論者のいずれかを刺激人物として呈示して、その刺激人物に対
するステレオタイプについての評定を求めた。肯定論者を束」激人物とする場合

は「次に、『血液型性格判断を信じている人 (ユ液型と性格には関係があると

思っている人)』 に対して世間一般の人々がもっているイメージについてお伺い

D FIske et al(2002)の
研究 1で有能性項目として用いられた「自主性のある (independent)」 「競

争力のある (compeduve)Jは、同論文の研究 2で除外されていたこと、および日本人の有能性
感党にそぐわない可能性も考えられたので、本研究では使用しなかった。

- 5 -



します。」、否定論者を刺激人物とする場合は「次に、F血液型性格判断を信じて

いない人 (血液型と性格には関係がないと思っている人)』 に対して世間一般の

人々がもっているイメージについてお伺いします。」という教示文で刺激人物を

呈示した上で、A県民ステレオタイプで用いたものと同じ20項目の印象評定を

実施した。

女性ステレオタイプ尺度 さらに、専業主婦もしくは女性管理職のいずれか
を刺激人物として呈示して、同じ方法でステレオタイプ評定を求めた。この刺

激人物は、回答者による研究目的の推測を防ぐためという先述した目的に加え

て、尺度の妥当性検討のために設定した。さまざまな社会的カテゴリーの人々

に対するステレオタイプを検討したFiske et al(2002)で は、女性実業家

(business,ⅥDmen)の は高能力だが人柄がよくないと評価されており、事業主婦

(house宙ves)は逆に低能力だが人柄はよいと評価されている。それと同様の

結果が再現されれば、それは本研究のステレオタイプ尺度の妥当性の論拠のひ

とっとなるであろう。

質問紙はステレオタイプ質問の刺激人物に応じて、(a)A県民→肯定論者→

専業主婦ギ(b)A県民→肯定論者→女性管理職、(c)A県民→否定論者→専業主
婦、(d)A県民→否定論者→女性管理職という4パターンが作成され、回答者
はそのいずれかのパターンの質問紙に回答した。各パターンの回答者数は (a)

88名、(b)86名、(c)80名、(d)83名 であり、質問紙パターンによる性別の偏

りは有意でなかった (χ
2(3)=313,″

s)。

血液型信念尺度 上瀬・松井 (1991)、 坂本 (1995)に よる、「血液型性格学」
(ABO式血液型と性格には関係があるという考え方)を信じる程度を波J定する
尺度である。血液型ステレオタイプの有無 (「血液型によって性格は異なる」な

ど)、 血液型性格学を理屈の上から信じる血液型理論的信念 (「血液型の成分が

異なれば性格にも影響を与えるはずだ」など)、 血液型性格学を日常的な体験か

ら信じる血液型経験的信念 (「自分のみのまわりの人は血液型性格判断の結果が

よくあてはまる」など)と いう3つの下位尺度で構成されているが、本研究で

は全体得点のみを使用することとした。「1.全 くそう思わない」から「4.非
常にそう思う」までの4件法で回答を求めた。

"女性実業家やビジネカウーマンという語句は、日本人には若千なじみが薄く、その解釈も多様と
なってコンセンナスカ略 られないこと力銀 念されたので、本研究では代わりに女性管理職という

語を用いた。
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結果と考察

ステレオタイプ尺度の構成 ステレオタイプ尺度は、刺激人物の違いを問わ
ず、能力次元と人柄次元の 2次元によって構成されるという想定に基づいて、

まずは刺激人物 (A県民、BTS肯定論者、BTS否定論者、専業主婦、女性管理

職)ご とに全20項目による因子分析 (最尤法、プロマックス回転)を行った。
なお、刺激人物がA県民の場合は全回答者データを用いて、それ以外は各刺激

人物に該当する群毎の分析を実施した。

その結果、すべての刺激人物において、固有値の減衰状況と解釈可能性から

2因子解が妥当であると判断され、いずれも想定通りの能力因子と人柄因子に

該当することが確認された。また、20項目中16項目は、刺激人物の違いを問わ

ず一貫した因子負荷パターンを示し、「優秀な」「有能な」「熟練した」「冷静な」
「敏腕な」「物知りな」「理性的なJ欣目的な」の8項目は能力因子に、「善良な」「思
いやりがある」「人間味がある」「温厚な」「寛容な」「優しい」「協力的なJ「親しみ

やすい」の 8項目は人柄因子に、それぞれ 38以上の因子負荷を示した。さら

に、それら16項目を用いて再び同様の因子分析を行ったところ、すべての刺激

人物、すべての項目について、想定通りの2因子による因子負荷パターンが確

認された (Table l)。 そこで、能力因子 8項目と人柄因子 8項目それぞれの合

Table l ステレオタイプ16項目による因子分析結果 (最尤法、プロマックス回転)
刺激人物と因子
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計を、各刺激人物に対する能カステレオタイプ得点、人柄ステレオタイプ得点

としため。刺激人物毎の能カステレオタイプ尺度のα係数は、A県民 α=76、

BTS肯定論者α=83、 BTS否定論者α=85、 専業主婦α=81、 女性管理職α
=90であった。刺激人物毎の人柄ステンオタイプ尺度のα係数は、A県民α
=88、 BTS肯定論者α=86、 BTS否定論者 α=88、 専業主婦 α=86、 女性

管理職α-85であり、いずれも信頼性は十分であると判断された。
ステレオタイプ尺度の妥当性の検討 次に、上記のステレオタイプ尺度が、
ステレオタイプ内容モデルで想定された能力次元と人柄次元の指標としての妥

当性を有しているか検討するために、女性刺激人物の尺度得点の相違について

検討した。先行研究から、専業主婦に対しては女性管理職よりも低能力だが人

柄はよいという温情主義的ステレオタイプが想定されるので、専業主婦を刺激

人物とした場合に、女性管理職を刺激人物とした場合と比べて、能カステレオ

タイプは低く、人柄ステレオタイプは高くなるという、ステレオタイプ内容と

刺激人物の交互作用が見出されたならば、それは尺度の妥当性の論拠となり得

よう。なお、これらは性役割ステレオタイプの一種でもあり、回答者の性別に

よる影響の可能性も考えられたので、ステレオタイプ内容 (能力/人柄の被験
者内要因)、 刺激人物と回答者性別 (いずれも2水準の被験者間要因)を独立変
数とした3要因混合分散分析を実施 した。

その結果、内容の主効果 (F(1,323)=881,′ く 01, η P2=03)、 刺激人物
の主効果 (F(1,323)=1125,p<01, η p2=03)、 内容と刺激人物の交互作用
(F(1,323)=42943,pく 001,η p2-57)、 刺激人物と性別の交互作用 (F(1,323)
-431,pく 05, η P2-02)、 3要因交互作用 (F(1,323)=650,pく 05, η P2
-02)が有意であり、特に内容と刺激人物の交互作用による説明力が高かっ
た。さらに、内容と刺激人物の交互作用について単純主効果検定を行ったとこ

ろ、能カステンオタイプは専業主婦 (M=2406)よ りも女性管理職 (″=3295)
の方が高く (pく 001)、 人柄ステレオタイプは、専業主婦 (ν‐3053)の方が

女性管理職 (ν =2432)よ りも高い (pく 001)と いう、いずれも予測を支持
する有意差が示された (FIgure l)。 したがって、本研究で構成されたステレ

オタイプ尺度は、ステレオタイプ内容モデルで想定されている2次元の指標と
して妥当性を有していると考えられる。

BTS肯定論者/否定論者に対するステレオタイプの検討 次に、BTS肯定論

"いずれも8項目5件法なので、可能得点範囲は8～40点、中性点は24点 となる。
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専業主婦              女性管理職

Figure l 女性ステレオタイプ (研究 1)

者/否定論者に対する両面価値的ステレオタイプについて検討した。なお、男
性よりも女性の方が血液型ステレオタイプに対して肯定的であるという先行研

究の指摘 (上瀬,1994)、 および後述する血液型信念の性差から、この分析でも

性差が存在する可能性が想定されたので、ステレオタイプ内容 (2水準の被験

者内要因)、 刺激人物と回答者性別 (いずれも2水準の被験者間要因)に よる3

要因混合分散分析を実施した。

その結果、内容の主効果 (F(1,322)=1472,pく 001, η p2=磁 )、 刺激人

物の主効果 (F(1,322)=4963,pく 001,η ′-13)、 性別の主効果 (F(1,322)
=463,′ く 05, η p2=02)、 内容と刺激人物の交互作用 (F(1,322)=32880,

Pく 001, η P2_51)、 内容と性別の交互作用 (F(1,322)‐ 529,pく 05, η p2
=02)が有意であり、特に内容と刺激人物の交互作用の効果が頭著であった。
そこでさらに内容と刺激人物の交互作用について単純主効果検定を行ったとこ

ろ、能カステレオタイプは肯定論者 〈″=1925)よ りも否定論者 (M=2880
の方が高く (pく 001)、 人柄ステレオタイプは否定論者 (M=2081)よ り肯定
論者 (M=2448)の方が高い (Pく 001)と いう予測通りの有意差が示された
(Figure 2)。 したがって、本研究の仮説 1「血液型ステレオタイプ肯定論者は

否定論者に比べて、能力的には低 く、人柄は高く評価されるであろう」という

仮説は支持された。ただし、 3要因交互作用が有意でなかったことから、両面
価値的ステレオタイプに対する性別の調整効果は見出されなかった。
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青定論者              否定論者

Figure 2 BTS肯 定論者/否定論者ステレオタイプ (研究 1)

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプと血液型信念の関連 BTS肯定論者
/否定論者ステレオタイプが血液型信念に及ぼす影響について検討するために、

まず血液型信念得点を算出した (ν=319,SD=6.7, α-86)。 ちなみに血
液型信念得点を従属変数として、回答者の性別と血液型を独立変数とした2要

因分散分析を実施したところ、性別の主効果のみ有意であり (F(1,315)=808,

pく 01,η P2=03)、 男性 (y=3055)よ り女性 (″=3292)の 方が高得点で

あった。

次に、刺激人物 (BTS肯定論者/否定論者)に よる群ごとに、能力/人柄ス

テレオタイプの標準化得点およびそれらの交互作用項を説明変数、血液型信念

を基準変数とした重回帰分析を実施した。その結果、まずBTS肯定論者回答群

を対象とした分析 (R2-18,P<001)で は、能カステレオタイプのみが有意
な正の寄与を示し (β =45,ι=618,′く 001)、 人柄ステレオタイプ 〈β=
-09)、 交互作用項 (β =06)は 有意な寄与を示さなかった。次にBTS否定論
者回答群を対象とした分析では、モデル自体が有意でなかった (″ =02,ρ

=10)。 したがって、BTS肯定論者に対する肯定的ステンオタイプ、およびBTS

否定論者に対する否定的ステレオタイプが血液型信念を促進するという仮説|ま、

BTS肯定論者に対する能カステレオタイプについてのみ支持された。

まとめ 「BTS肯定論者はBTS否定論者に比べて、能力は低いが人柄は好まし
いという温情主義的ステレオタイプが示されるであろう。逆にBTS否定論者に
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対しては、BTS肯定論者と比して能力は高いが人柄は好ましくないという羨望

的ステレオタイプが示されるであろう」という仮説 1は支持された。しかし、

「血液型信念は、BTS肯定論者ステレオタイプとは正の、BTS否定論者ステレオ

タイプとは負の関連を示すであろう」という仮説 2については、BTS肯定論者

に対する能カステレオタイプにおける支持に留まった。これらの結果は、BTS

肯定論者に対しては温情主義的ステレオタイプがヽ否定論者に対しては羨望的

ステレオタイプが示されるが、必ずしもそれらは個人の血液型信念に直結して

いないことを示唆している。特に血液型信念との関連について、BTS肯定論者

/否定論者ともに人柄ステレオタイプとの関連が示されなかったことは、人柄
を好ましく思われたいので血液型信念を維持している、という想定と合致しな

い。

そこで研究 2と して、研究 1と異なるサンプルにおいても、同様の結果が再

現されるかを検討することとした。さらに研究 2では、BTS肯定論者/否定論

者に対するステレオタイプの調整要因として、文化的自己観による影響を検討

することとした。すなわち、他者の顔色を窺い、同調しようとする相互協調的

自己観が高いほど、両面価値的ステレオタイプがより顕著になるという可能性

についても検討する。

研究 2

目的

研究 1の仮説 1、 仮説 2について再検討する。さらに、相互協調的自己観が

両面価値的ステレオタイプを増幅するという仮説 3について検討する。

方法

2011年 12月 から2012年 1月 にかけて、B県 とC県の大学において心理学の講

義を受講している大学生に、「現代青年における対人認知と対人行動に関する調

査」と題した質問紙調査を実施した。研究 1と 同様に調査の目的や内容、回答

者の権利について説明を行い、同意した者のみ回答した。回答に著しい不備の

あった者を除外した結果、382名 (男性96名、女性286名、年齢″=201歳、Sp

=12歳)の回答を有効データとした。
質問紙は以下の尺度で構成された。

県民ステレオタイプ尺度 研究2も研究 1と 同様に、BTS肯定論者/否定論
者に対するステレオタイプの質問のみを実施することによる回答の歪みを防ぐ
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ために、まずはB県民およびC県民に対する県民ステレオタイプの質問を実施
した。教示文や選択肢は研究 1と 同じであるが、項目は研究 1で最終的に使用
された16項目 (能力 8項目、人柄8項目)を用いた。なお、その結果の詳細は
本論文の目的とするところではないので省略する。

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプ尺度 次に、研究 1と 同様に血液型
ステレオタイプ肯定論者/否定論者のいずれかを刺激人物として呈示して、そ
の刺激人物に対するステレオタイプについての評定を求めた (質問紙はランダ

ムに配付した)。 教示文や選択肢は研究 1と 同じであるが、項目は研究 1で最終

的に使用された16項目 (能力 8項目、人柄 8項目)を用いた。肯定諭者につい
て回答したのは199名、否定論者について回答したのは183名であり、性別によ

る偏りは有意でなかった (χ
2(1)=050,″

s)。

血液型信念尺度 研究 1と 同じである。
文化的自己観沢度 高田 (2000)に よる相互独立的―相互協調的自己観尺度
を実施した。相互独立的自己観 4項目と相互協調的自己観 6項目からなり、「1.

あてはまらないJから「5 あてはまる」までの5件法で回答を求めた。
結果

ステレオタイプ尺度の構成 BTS肯定論者/BTS否定論者それぞれにおいて、
全16項目による因子分析 (最尤法、プロマックス回転)を行ったところ、いず
れも想定通りの因子負荷パターンを示したので、能力因子 8項目と人柄因子8

項目それぞれの合計を、刺激人物に対する能カステレオタイプ得点、人柄ステ

レオタイプ得点とした。信頼性係数はBTS肯定論者が能力α=89、 人柄α=90、
BTS否定論者が能力α=85、 人洒α=88であった。
BTS肯定論者/否定論者に対するステレオタイプの検討 BTS肯定論者/否
定論者に対する両面価値的ステレオタイプについて検討するために、研究 1と

同じく、ステンオタイプ内容 (2水準の被験者内要因)、 刺激人物と回答者性別
(いずれも2水準の被験者間要因)による3要因混合分散分析を実施 した。
その結果、内容の主効果 (F(1,370)=694,pく 01, η′=02)、 刺激人物
の主効果 (F(1,370)=3543,pく 001, η p2=09)、 そして内容と刺激人物の

交互作用 (F(1,370)=29017,pく 001, η′=44)が有意であり、やはり内
容と刺激人物の交互作用による説明力が高かった。また、内容と刺激人物の交

互作用について単純主効果検定を行ったところ、やはり能カステレオタイプは

肯定論者 (M=19_22)よ りも否定論者 (ν=2943)の方が高く (p<001)、
人柄ステレオタイプは否定論者 (ν=20.90)よ り肯定論者 (ν=2546)の方
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肯定論者              否定論者

Figure 3 BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプ (研究 2)

が高い (pく 001)と いう予測通りの有意差が示された (Figure 3)。 したがっ

て、研究 2においても、BTS肯定論者に対しては温情主義的ステレオタイプが、
BTS否定論者に対しては羨望的ステレオタイプが示されるという仮説 1は支持
された。

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプと血液型信念の関連 まず研究 1と
同じく血液型信念得点 (″=3148,SD=766, α=89)を従属変数、回答者
性別と血液型を独立変数とした2要因分散分析を実施したところ、やはり性別
の主効果のみ有意であり (F(1,372)=658,pく 05,η ′=02)、 男性 (y=
2949)よ り女性 (″‐3215)の方が高得点であった。
次に、刺激人物 (BTS肯定論者/否定論者)に よる群ごとに、能力/人柄ス

テレオタイプの標準化得点およびそれらの交互作用項を説明変数、血液型信念

を基準変数とした重回帰分析を実施した。その結果、まずBTS肯定論者回答群

を対象とした分析 (″ =15,pく 001)では、能カステレオタイプのみが有意
な正の寄与を示 し (β -39,`=565,pく 001)、 人柄ステレオタイプ (β
-09)、 交互作用項 (β =12)は有意な寄与を示さなかった。一方、BTS否定
論者回答群を対象とした分析では、やはリモデル自体が有意には至らなかった

が有意傾向であり (″ =02,P=08)、 能カステレオタイプが有意な負の寄与
を示したが (β =-18,`=-241,pく 05)、 フヘ1柄ステレオタイプ (β =0の、
交互作用項 (β =02)の効果は示されなかった。したがって、血液型信念は
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BTS肯定論者ステレオタイプとは正の、否定論者ステレオタイタとは負の関連

を示すであろうという仮説2は、能カステレオタイプについては支持されたが、

人柄ステレオタイプについては支持されなかった。

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプに及ぼす文化的自己観の調整効果
文化的自己観尺度は、信頼性を確認した上で項目平均を下位尺度得点として採

用した (相互独立的自己観ν=302,SD=069, α=64;相互協調的自己観
ν=384,SD=058,α =71)。 次に、刺激人物による群毎に、ステレオタイ
プ得点と文化的自己観下位尺度の相関係数を算出したところ、BTS肯定論者に
ついては、人柄ステンオタイプと相互協調的自己観が正の有意傾向を示したの

みであったが (″ =13,pく 10)、 BTS否定論者については、相互独立的自己観
が人柄ステレオタイプと正の (″ =19,′く05)、 相互協調的自己観が能カステ
レオタイプと正の (″=29,pく 001)、 人柄ステレオタイプと負の (″=-25,
Pく 01)有意な関連を示した。これらの結果は、(a)相互独立的自己観はBTS

肯定論者ステレオタイプと関連しないが、それが高いほどBTS否定論者の人柄
を好ましく評価する ;(b)相互協調的自己観が高いほどBTS肯定論者の人柄を
肯定的に、BTS否定論者の人柄を否定的に評価する :(c)相互協調的自己観が
高いほど、BTS否定論者の能力を高く、人柄を低く評価するという、BTS否定

論者に対する羨望的ステレオタイプを増幅する :こ とを示唆している。さらに、

(c)の増幅効果について、相互協調的自己観得点を平均値で高群と低群に区分

して、それとステレオタイプ内容を独立変数とした2要因混合分散分析をBTS

否定論者回答群に実施したところ、やはり相互協調自己観とステレオタイプ内

容の交互作用が有意であり (F(1,172)=1675,Pく 001, η p2_09)、 相互協

調的自己観高群は低群に比べて、BTS否定論者に対する羨望的ステレオタイプ

をより頭著に示した (Figure 4)。 このことは、相互協調的自己観が高いほど、

血液型ステレオタイプを否定することによって他者から人柄を悪く評価されて

しまうことへの恐れが強くなる、という可能性を部分的に示していると考えら

れる。したがって、相互協調的自己観が高いほど、両面価値的ステレオタイプ

が顕著になるという仮説3は、BTS否定論者に対してのみ支持された。
まとめ 研究2においても、「BTS肯定論者に対しては温情主義的ステレオタ
イプが、BTS否定論者に対しては羨望的ステレオタイプが示されるであろう」
という仮説 1は支持された。また、「血液型信念は、BTS肯定論者ステレオタイ
プとは正の、BTS否定論者ステレオタイプとは負の関連を示すであろう」とい

う仮説2についても、基本的には研究 1と 同じく、BTS肯定論者に対する能力
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口相互協調的自己観低群

髯相互協調的自己観高群

能力                 人柄

日gure 4 相互協調的自己観によるBTS否定論者ステレオタイプ (研究 2)

ステレオタイプにおいてのみ明確に示された。さらに、相互協調的自己観が高

いほど、BTS否定論者に対するステレオタイプが頭者となるという調整効果も

示された。

総合考察

本論文はステレオタイプ内容モデルの枠組みを用いて、BTS肯定論者に対し
ては「能力は低いが人柄は良いJと いう温情主義的ステレオタイプが、BTS否

定論者には「能力は高いが人柄は良くない」という羨望的ステレオタイプが示

されるのではないかという仮説、さらにそれらのステレオタイプが血液型信念

を促進/抑制する可能性、文化的自己観によって調整される可能性について検
討した。

BTS肯定論者/否定論者に対する両面価値的ステレオタイプについて
まずBTS肯定論者/否定論者に対する両面価値的ステレオタイプについては、
どちらの研究でも予測通 り、BTS肯定論者に対しては温情主義的ステレオタイ

プが、BTS否定論者に対しては羨望的ステレオタイプが明確に示され、仮説 1

は支持された。このことは、血液型ステレオタイプ肯定論者/否定論者という
日本独特の集団カテゴリーにおいても、その集団間比較においてステレオタイ

プ内容モデルの両面価値的ステレオタイプが適用されうることを示している。
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さらに、一般的には能力次元よりも人柄次元の方が重要視される傾向にある

(Fiske et al,2007)こ とから、否定論者よりも肯定論者の方が人柄次元におい

て好ましく評価されやすいという本論文の知見は、血液型ステレオタイプ肯定

論を促進するような社会的風潮の存在を暗示しているとも考えられよう。

BTS肯定論者/否足論者ステレオタイプと血液型信念の関連について
次に、血液型信念は、BTS肯定論者ステレオタイプとは正の、BTS否定論者
ステレオタイプとは負の関連を示すであろうという仮説 2については、両研究

ともに、BTS肯定論者に対する能カステレオタイプにおいてのみ明確に示され

た。すなわち、BTS肯定論者の能カステレオタイプを高く評価しているほど、

回答者自身の血液型信念も強かった。しかし、人柄ステレオタイプと血液型信

念の関連が見出されなかったことは、人柄を好ましく評価されたいが故に血液

型信念を維持するのではないか、という当初の議論と合致しない結果である。

したがって、血液型信念の高低は、血液型性格判断を肯定/否定することによっ
て生じる人柄ステレオタイプとは別の要因によって規定されると考えた方が妥

当であろう。このように、血液型信念が能カステレオタイプと関連する一方で

人柄ステレオタイプと関連しなかった理由としては、本研究で用いた血液型信

念の尺度項目が、「血液型性格判断は正しいか否か」といった、論理的内容で

あつたことが挙げられよう。これらは命題の是非や判断の正確性に関する問題

であり、それらと有能性、理性、知性などの能力次元が連動することは自然で

あるが、一方で温かさや優しさといった人柄次元とは、また別の話であろう。

さらにここから、「血液型性格判断は正しいか」という論理的次元ではなく、「血

液型性格判断は親しさを促進すると思うか」といった社会情緒的次元から血液

型性格判断への肯定的態度を捉えるような質問項目を用いれ,ま それが人柄ス

テレオタイプと関連する可能性もありうるのではないだろうか。

BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプと文化的自己観の関連について
BTS肯定論者/否定論者ステレオタイプと文化的自己観の関連については、
まず相互独立的自己観が高いほどBTS否定論者の人柄ステレオタイプを好まし

く評価することが示された。他者に左右されず自身の主張を貫く人ほど、メディ

アなどに振り回されないBTS否定論者に対して肯定的印象を抱 くことは妥当で

あるように思われるが、なぜそれが能力次元でなく人柄次元のみで示されたの

かは不明である。次に、相互協調的自己観が高いほどBTS肯定論者の人柄を肯

定的に、BTS否定論者の人柄を否定的に評価する傾向にあった。これは、他者
の顔色を窺い同調しようとする傾向が高いほど、血液型性格判断という俗説に
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同調することへの好ましさを高く (非同調の好ましさを低く)評価しているこ
との反映とも考えられよう。さらに、相互協調的自己観が高いほどBTS否定諭

者に対する羨望的ステレオタイプが増幅されたことから、相互協調的自己観が

高いほど、両面価値的ステレオタイプが顕著になるという仮説 3は、BTS否定

論者に関してのみ支持された。BTS否定論者は、マスメディアにおいて流布し

ているような通俗的見解に反する、いわぼ独立的な立場の人であり、それが相

互協調的自己観の高い人にとって「自分とは違う存在」という感覚を強めて、

よリステレオタイプ的な判断を促すのかもしれない。         ′

結論と今後の課題

本研究では、BTS肯定論者は否定論者に比して能力は低いが人柄はよい、と

評価される傾向にあることが明らかにされた。これは血液型ステレオタイプを

促進する社会的状況の存在を明らかにすると同時に、日本では未だ実証的研究

が少ないステレオタイプ内容モデルの可能性を示した試みとしても、意義ある

ものと言えよう。しかしながら、本研究の知見は、あくまで大学生をサンプル

とした調査によって得られたものに過ぎず、その普遍性や適用可能性にういて

は、さらに検討を重ねる必要があるだろう。

また、教示文などによって可能な限りの工夫はしたものの、自記式の頭在的

なステレオタイプ測度であるがゆえに、そこに社会的望ましさなどによる歪み

などの影響が生じている可能性は否めない。その検証のために、たとえば潜在

的ステレオタイプにおいても同様の傾向が存在するかを検討することも有用で

あろう。

さらに、ステレオタイプ内容モデルを提唱したFiske et al(2002)に よれば、

能力次元は社会的地位との間に正の相関が、人柄次元は競争性と負の相関がそ

れぞれ想定されている。また、Cudし Fiske,and Glick(2007)|こ よれ|よ 人柄

次元はそのステレオタイプ集団に対する積極的行動 (援助するか攻撃するか)

を、能力次元は消極的行動 (提携するか無視するか)を、それぞれ予測すると
想定されている。もし、それらの知見が本研究で見出されたBTS肯定論者/否
定論者ステレオタイプにも適用されるのであれば、BTS肯定論者は低地位だが

競争的でないと見なされ黙認されやすく、逆に否定論者は高地位だが競争的と

見なされて敵視されやすい、というパターンを想定することも可能であろう。

はたして実際にそのような関連があるのかを検討することは、ステレオタイプ

内容モデルの妥当性や適用可能性について理解を深めるためにも、そしてどの

ような社会的要因が血液型信念の維持に寄与しているのかを論じる上でも有意
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義であろう。

最後に、本研究で見出されたBTS肯定論者/否定論者に対するステレオタイ
プが、実際に、日常生活における血液型ステレオタイプに関する会話や発言を、

促進もしくは抑制しているのかについては、本研究では明らかにされていない。

その検討も、「ステレオタイプ保持者に対するステレオタイプがステレオタイプ

を維持する方向に機能しうる」という本研究の主張の説得力を吟味する上で、

重要な課題のひとつと言えよう。

引用文献

Cuddェ AJC,Fiskc,ST,&Glick,P(2007)The BIAS map:Behaviors from

mtergroup arect and stereotteS力 ″ %′ グル¨物の α〃 めaα′Pッヵο′9御ι
,2631-648

Fiskc,ST,Cuddy A」 C,Glict P,&Xu,J(2002)A modc10f(oftcn m破 ed)

stcrccl● pc content Competencc and warmdl respecdw℃ ,側bvlm・ perce市ed
status and compedtiOn力″″%′グルβο塑″ッα″めε″′鉤 滋σあり 2878
-902

Fiske,ST,Cuddy A」 C,&Glick P(2007)Un市 ersal dimensions of social
cognidon:Warmdl and competencc 物 ″冶物 6。θl=あι Sttzι4 2′,77-83

廣岡秀一 。小川二美・元吉忠寛 (2000)ク リティカルシンキングに対する志向

性の測定に関する探索的研究 二重大学教育学部研究紀要 (教育科学),",
161-173

上瀬由美子 (1994).血液型プーム 松井 豊 (編)フ ァンとプームの社会心
理 サイエンス社 pp 167-183
上瀬由美子・松井 豊 (1991).血液型ステレオタイプの機能と感情的側面 日
本社会心理学会第32回大会発表論文集,296-299
上瀬由美子・松井 豊 (1996)血液型ステレオタイプの変容の形―ステレオタ
イプ変容モデルの検証 社会心理学研究,″,170-179

工藤恵理子 (2003)対人認知過程における血液型ステレオタイプの影響―血液

型信念に影響されるものは何か 実験社会心理学研究,4 1-21.
元吉忠寛 (2013).社会的クリティカルシンキングのすすめ 心理学ワールド,
θ′, 17-20

大江朋子 (2010).ス テレオタイプ .浦 光博・北村英哉 (編著)展 望 現代

-18-



の社会心理学 1-個人のなかの社会 誠信書房 pp 149-169
小塩真司 (2010)は じめて学ぶパーソナリティ心理学 ミネルヴァ書房
坂本 章 (1995)血液型ステレオタイプによる選択的な情報使用―女子大学生
に対する2つの実験 実験社会心理学研究,θa 35-48

佐藤達哉 (1993)血液型性格関連説についての検討 社会心理学研究,ζ 197
-208

高田利武 (2000)相互独立的―相互協調的自己観尺度に就いて 奈良大学総合
研究所所報,こ 145-163

山岡重行 (20H)テ レビ番組が増幅させる血液型差別 心理学ワール ド,磁
5-8.

謝辞

本研究の実施に際し、栗林克匡先生 (北星学園大学)、 土屋耕治先生 (南山大

学)、 藤田知加子先生 (南山大学)、 村瀬綾氏 (元静岡大学大学院人文社会科学

研究科)の ご協力を得ました (50音順 )。 ここに記して感謝申し上げます。

-19-


